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株式会社ＬＩＸＩＬとの資本業務提携及び 

第三者割当による新株式の発行に関するお知らせ 

 

当社は、平成 25 年９月 18 日開催の取締役会において、株式会社ＬＩＸＩＬ（以下「ＬＩＸＩＬ」とい

う。）との間で資本業務提携（以下「本資本業務提携」という。）を行う旨、及びＬＩＸＩＬを割当先とした第

三者割当による新株式の発行（以下「本件第三者割当増資」という。）を行う旨を決議いたしましたのでお知

らせいたします。 

なお、当社は、当該取締役会において、本件第三者割当増資のほか、当社普通株式の日本国内における募集

（以下「国内一般募集」という。）、海外市場における募集（以下「海外募集」という。国内一般募集及び海外

募集を総称して、以下「本件公募」という。）、本件公募に伴う当社普通株式の日本国内における売出し（オー

バーアロットメントによる売出し）に関連して行われる第三者割当増資（以下「ＯＡ第三者割当増資」とい

う。）、株式会社デンソーとの協業に向けた株式会社デンソーを割当先とする第三者割当増資（以下「デンソー

第三者割当増資」という。）、並びに株式会社マキタとの資本業務提携に基づく株式会社マキタを割当先とする

第三者割当増資（以下「マキタ第三者割当増資」という。）を行うことについても決議しております。それぞ

れの詳細につきましては、本日別途公表しております「新株式発行及び株式売出しに関するお知らせ」、「株式

会社デンソーとの協業に向けた第三者割当による新株式の発行に関するお知らせ」及び「株式会社マキタとの

資本業務提携及び第三者割当による新株式の発行に関するお知らせ」をご覧下さい。 

 

記 

 

Ⅰ．本資本業務提携の概要 

 

１．本資本業務提携の目的及び理由 

当社は、平成25年５月14日、現下の厳しい経営環境から脱却し、「再生と成長」を着実に実現するための

企業戦略として、「2013～2015 年度中期経営計画」（以下「中期経営計画」という。）を取締役会で決議しま

した。中期経営計画では、事業構造改革を着実に実行するとともに、さらにその先の成長を見据え、当社の強

みを活かした新規事業に取り組むことを表明いたしました。 

かかる中、家電機器と建材を融合させた製品などの企画を担う合弁会社を平成 23 年８月に設立するなど、

業務提携関係にあるＬＩＸＩＬと、その関係をさらに強化することを目的に、新たに業務提携契約を締結する

こととなりました。また同時に、業務提携をより確実に推進するため、ＬＩＸＩＬから約 50 億円の出資を受

け入れることを内容とした、両社の信頼関係を構築する資本提携契約を締結することといたしました。 

今回の業務提携契約で、家電機器と建材を融合させた製品などの企画・開発テーマについて、新たに発足さ

せる両社による開発統括会議でコミットメントを得たうえで、具体的な企画、開発プロセスを具体的に実行に

移してまいります。 
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今回のＬＩＸＩＬとの業務提携は、当社の住設関連事業の強化を目的としたもので、中期経営計画で表明し

た新規事業の取り組みの一環であり、当社の企業価値向上に資する取り組みです。加えて、ＬＩＸＩＬから資

本の出資を受けることは、当社の資本政策に寄与することから、ＬＩＸＩＬとの本資本業務提携契約を締結す

ることを決定したものです。 

 

２．本資本業務提携の内容 

両社は当社が有する家電技術とＬＩＸＩＬが有する建材技術を融合させた製品や、環境、安全・安心、健康

などをテーマにしたソリューションなど、住宅建設やリフォームで生じる新しいニーズに対応した新たな製

品・ソリューションの共同企画・開発を行い、幅広い販路での販売を実施していきます。両社はこれらの企

画・開発の取り組みを具体的かつ実効性のあるものとするために、両社共同で共同開発計画とその実行状況を

諮る「開発統括会議」を組織化します。当会議にて決定された共同開発課題については、両社の事業責任者の

確認のもと、課題毎に企画・開発ワーキンググループを組成し、商品化に向けた取り組みを行ってまいります。 

 

３．本資本業務提携の相手先の概要 

ＬＩＸＩＬの概要につきましては、下記「Ⅱ．６．割当予定先の選定理由等」をご参照下さい。 

 

４．本資本業務提携の日程 

（１）本資本業務提携及び本件第三者割当増資に関する取締役会決議日 平成25年９月18日（水） 

（２）本資本業務提携及び本件第三者割当増資に関する契約締結 平成25年９月18日（水） 

（３）本件第三者割当増資に係る株式発行の再決議（予定） 平成25年10月７日（月）から 

 平成25年10月９日（水）まで 

 のいずれかの日 

（４）本資本業務提携による事業開始日 平成25年10月17日（木）（予定） 

 

 

Ⅱ．第三者割当による新株式の発行 

 

１．募集の概要 

① 払 込 期 日 
平成25年10月22日（火）から平成25年10月24日（木）までの間のいず

れかの日（注）１ 

② 発 行 新 株 式 数 14,348,000株（注）２ 

③ 発 行 価 額 未定（注）３ 

④ 調 達 資 金 の 額 4,999,991,040円（注）４ 

⑤ 
募集又は割当方法 

（ 割 当 予 定 先 ） 

第三者割当の方法によります。 

（発行される株式すべてを株式会社ＬＩＸＩＬに割り当てる予定です。） 

⑥ そ の 他 

※上記各号については、金融商品取引法に基づく有価証券届出書の効力発生

を条件とします。 

※平成25年９月18日開催の当社取締役会決議では、本件第三者割当増資に

係る諸条件を決定しておりますが、発行価額が確定次第、本件第三者割当

増資につき取締役会決議を行う予定です。なお、本件第三者割当増資に係

る株式発行の再決議は、発行価格等決定日（（注）３参照）に開催する予定

です。 



ご注意:この文書は、いかなる証券についての投資募集行為の一部をなすものではありません。この文書は、当社の新株式発行に関して
一般に公表することのみを目的とする記者発表文であり、日本国内外を問わず投資勧誘等を目的として作成されたものではあり
ません。 

 

- 3 - 

 

（注）１．本件第三者割当増資に係る株式発行の再決議から15日後の日とします。 

２．発行新株式数につきましては、会社法第199条第１項で求められる取締役会決議として上記のとお

り決定しておりますが、発行新株式数に発行価額を乗じた額が、発行価額の総額として予定してい

る5,000百万円（以下「発行予定価額」という。）と異なる場合には、発行予定価額を１株当たり

の発行価額（（注）３参照）で除して得られる数（1,000 株未満の数が生じたときはこれを切り捨

てる。）の株式を割当て、その数を発行新株式数とするべく、改めて発行価格等決定日（（注）３

参照）に開催する会社法第199条第１項で求められる取締役会決議により決定します。 

３．国内一般募集による新株式発行において、平成 25 年 10 月７日（月）から平成 25 年 10 月９日

（水）までの間のいずれかの日（以下「発行価格等決定日」という。）に決定される発行価格（募

集価格）と同一の金額とします。なお、国内一般募集においては、日本証券業協会の定める有価証

券の引受け等に関する規則第 25 条に規定される方式により、発行価格等決定日の株式会社東京証

券取引所における当社普通株式の普通取引の終値（当日に終値のない場合は、その日に先立つ直近

日の終値）に 0.90～1.00 を乗じた価格（１円未満端数切捨て）を仮条件として、需要状況等を勘

案した上で、発行価格等決定日に国内一般募集における発行価格（募集価格）を決定します。 

   ４．発行新株式数に発行価額を乗じた額となります。上記の調達資金の額は、平成 25 年９月 12 日

（木）現在の株式会社東京証券取引所における当社普通株式の終値を基準として算出した見込額で

あります。実際には、発行新株式数に発行価額を乗じた額が、発行予定価額と異なる場合には、発

行予定価額を１株当たりの発行価額で除して得られる数（1,000 株未満の数が生じたときはこれを

切り捨てる。）の株式を割当て、その数を発行新株式数とするべく、改めて発行価格等決定日に開

催する会社法第199条第１項で求められる取締役会決議により決定するため、調達資金の額の上限

は、5,000百万円となります。 

 

２．募集の目的及び理由 

当社を取り巻く事業環境は、円高基調の恒常化やデジタル商品の急速なコモディティ化と市場価格の下落等

に加え、リーマンショック後の先進国経済の停滞や、エコポイント終了後の国内液晶テレビ市場の急速な縮小

などの厳しい状況が続き、当社グループは、平成23年度と平成24年度で合計9,000億円を超える赤字を計上

することとなりました。 

このような状況を踏まえ、当社は在庫の適正化や希望退職といった人件費を中心とする固定費の削減など、

全社をあげて経営改善の諸施策を推進したことで、平成 24 年度下半期には営業損益の黒字転換を果たすこと

ができました。こうした抜本的な経営改善の努力を継続するとともに、平成 25 年度以降、事業ポートフォリ

オの再構築を着実に実行し、安定的な利益成長とキャッシュ創出を果たす「新生シャープ」への変革を実現す

るべく、平成25年５月14日に中期経営計画を公表いたしました。 

中期経営計画においては、（１）「勝てる市場・分野」へ経営資源をシフト、（２）自前主義からの脱却、ア

ライアンスの積極活用、（３）ガバナンス体制の変革による実行力の強化の３点を基本戦略として掲げ、事業

ポートフォリオの再構築や赤字事業の解消など構造改革の断行を推し進めております。また、今後の成長戦略

として、当社の強みである技術と協業他社の有する販路や技術とのシナジー効果を生み出すことで、新たな事

業領域を拡大していくこととし、「ヘルスケア・医療」、「ロボティクス」、「スマートホーム/モビリティ（含車

載）/オフィス」、「食/水/空気の安心安全」、「教育」の５つを重点事業領域と定めた取り組みも進めており 

ます。 

この中期経営計画を着実に遂行し、持続的な成長を実現するための戦略投資資金の確保と堅固な財務基盤の

確立を目的として、本件公募を行うとともに、今回その一環として、前記「Ⅰ．本資本業務提携の概要」に記

載のとおり、当社は、家電機器と建材を融合させた製品などの企画を担う合弁会社設立など業務提携関係にあ

るＬＩＸＩＬとの関係をさらに強化することを目的に、具体的な企画・開発プロセスを実行に移し、幅広い販

路での販売を目指した業務提携を推進することとし、これと併せて、両社の信頼関係をより強固なものとし、

本業務提携をより確実に推進するため、ＬＩＸＩＬを割当予定先とした第三者割当増資を実施することとした

ものです。 
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本件公募並びに本件第三者割当増資、デンソー第三者割当増資及びマキタ第三者割当増資（以下「本資金調

達」と総称する。）の実施により、中期経営計画の実現に向けた戦略的投資分野を中心とした設備投資資金等

を確保することで持続的な成長を図ってまいります。加えて、本資金調達により実現される財務基盤の強化と

財務柔軟性の確保により、当社グループの中長期的な成長を実現するための持続的な収益体質への転換を図る

ことで更なる成長を目指し、株主をはじめとするステークホルダーの皆様にもたらされる利益の最大化に努め

てまいります。 

 

３．調達する資金の額、使途及び支出予定時期 

（１）調達する資金の額 

① 払 込 金 額 の 総 額 4,999,991,040円 （注）３ 

② 発 行 諸 費 用 の 概 算 額 33,000,000円  

③ 差 引 手 取 概 算 額 4,966,991,040円 （注）４ 

（注）１．発行諸費用の概算額には、消費税等は含まれておりません。 

２．発行諸費用の概算額の内訳は、登記費用（約 18 百万円）、弁護士費用（約７百万円）、取引所上場

関係費用（約５百万円）及びその他（約３百万円）です。 

   ３．前記「１．募集の概要」に記載の発行価額に発行新株式数を乗じた額になります。なお、当該払込

金額の総額は、発行予定価額に近い額となると見込まれております。上記の払込金額の総額は、前

記「１．募集の概要」の調達資金の額として記載した金額であり、見込額であります。 

   ４．払込金額の総額から発行諸費用の概算額を控除した額になります。 

 

（２）調達する資金の具体的な使途 

上記差引手取概算額4,967百万円の具体的な使途については、次のとおり予定しております。なお、以下の

資金使途に充当するまでの間、当該資金は銀行預金等で保管する予定です。 

具体的な使途 金 額 支出予定時期 

家電技術と建材技術を融合した新たな製品の共同開発のための生

産設備、開発設備への投資費用 
2,000百万円 

平成25年10月～

平成27年９月 

その他共同開発の達成又は開発製品の製造に資する費用 2,967百万円 
平成25年10月～

平成27年９月 

 前記「２．募集の目的及び理由」に記載のとおり、当社とＬＩＸＩＬは家電技術と建材技術を融合すること

により、住宅建設やリフォームで生じる新しいニーズに対応した新たな製品・ソリューションの共同企画・開

発を行うとともに、幅広い販路での販売を目指すことを内容とする業務提携を推進してまいります。これは、

中期経営計画で掲げた重点事業領域のうちスマートホームにおける新規事業の取り組みの一環であり、ＬＩＸ

ＩＬ及び当社の企業価値の向上及び持続的な成長に資するものと考えております。 

 

４．資金使途の合理性に関する考え方 

 ＬＩＸＩＬとの業務提携を確実に進める上で必要となる資金に充当することは、当社の企業価値向上に資す

るものであり、合理的な使途であると判断しております。 
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５．発行条件等の合理性 

（１）払込金額の算定根拠及びその具体的内容 

本件第三者割当増資の払込金額につきましては、平成25年９月18日開催の取締役会において、国内一般募

集において決定される発行価格（募集価格）と同一の金額とすることを決定しております。なお、国内一般募

集において決定される発行価格（募集価格）は、日本証券業協会の定める有価証券の引受け等に関する規則第

25条に規定される方式により決定されます。 

したがって、当社といたしましては、本払込金額は合理的で有利発行に当たらないと判断しており、また、

本件第三者割当増資に係る取締役会に出席した当社の監査役４名（うち社外監査役３名)）全員が、上記の本

件第三者割当増資の払込金額の決定方法は、会社法第201条第２項に定める「公正な価額による払込みを実現

するために適当な払込金額の決定の方法」に該当する適切な決定方法であり、この決定方法により定められる

本件第三者割当増資の払込金額は会社法に定める特に有利な条件には該当しない旨の意見を表明しております。 

 

（２）発行数量及び株式の希薄化の規模が合理的であると判断した根拠 

本件第三者割当増資により本割当予定先に対して割り当てる予定の当社普通株式の数量 14,348,000 株

（（注）１）は、平成 25 年９月 17 日現在の当社普通株式の発行済株式総数 1,188,491,887 株から、平成 25

年３月 28 日にサムスン電子ジャパン株式会社（以下「サムスン電子ジャパン」という。）を割当先とする第

三者割当増資（以下「サムスン電子ジャパン第三者割当増資」という。）によりサムスン電子ジャパンに対し

て発行した当社普通株式の数量 35,804,000 株及び平成 25 年６月 24 日に Qualcomm Incorporated（以下

「Qualcomm」という。）を割当先とする第三者割当増資（以下「Qualcomm 第２次第三者割当増資」とい

う。）によりQualcommに対して発行した当社普通株式の数量11,868,000株を除いた1,140,819,887株（以下

「第三者割当増資前発行済株式総数」という。）に対して 1.26％（議決権総数 1,125,054 個（（注）２）に

対する割合1.28％）となります。 

なお、本件第三者割当増資、デンソー第三者割当増資及びマキタ第三者割当増資により割り当てる予定の当

社普通株式並びに最近６か月間に実施した Qualcomm 第２次第三者割当増資及びサムスン電子ジャパン第三者

割当増資により発行した当社普通株式の合計数は 97,890,000 株となり、第三者割当増資前発行済株式総数で

ある 1,140,819,887 株に対して 8.58％（議決権総数 1,125,054 個（（注）２）に対する割合 8.70％）となり

ます。 

しかしながら、前記「２．募集の目的及び理由」及び「３．（２）調達する資金の具体的な使途」に記載の

とおり、本件第三者割当増資により調達する資金は、当社とＬＩＸＩＬがそれぞれ有する家電技術と建材技術

を融合することにより、住宅建設やリフォームで生じる新しいニーズに対応した新たな製品・ソリューション

の共同企画・開発を行うとともに、幅広い販路での販売を目指すことに充当することで、当社の企業価値の向

上及び持続的な成長に資するものであります。こうしたことから、本件第三者割当増資による発行数量及び株

式の希薄化の規模、また、本件第三者割当増資、デンソー第三者割当増資及びマキタ第三者割当増資並びに

Qualcomm 第２次第三者割当増資及びサムスン電子ジャパン第三者割当増資による発行数量の合計及び株式の

希薄化の規模は、合理的であると判断しております。 

（注）１．発行新株式数に発行価額を乗じた額が、発行予定価額と異なる場合には、発行予定価額を１株当

たりの発行価額で除して得られる数（1,000 株未満の数が生じたときはこれを切り捨てる。）の

株式を割当て、その数を発行新株式数とするべく、改めて発行価格等決定日に開催する会社法

第199条第１項で求められる取締役会決議により決定します。 

２．議決権総数は発行済株式総数1,188,491,887株から、平成25年３月31日時点の株主名簿に基づ

く単元未満株式 5,291,887 株、自己保有株式（単元未満株式を除く。）10,399,000 株及び相互

保有株式 75,000 株並びにサムスン電子ジャパン第三者割当増資によりサムスン電子ジャパンに

対して発行した当社普通株式の数量 35,804,000 株及び Qualcomm 第２次第三者割当増資により

Qualcommに対して発行した当社普通株式の数量11,868,000株を控除して算出したものです。 
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３．発行価格等決定日の株式会社東京証券取引所における当社普通株式の普通取引の終値（当日に終

値のない場合は、その日に先立つ直近日の終値）が、平成 25 年９月 17 日現在の株式会社東京

証券取引所における当社普通株式の普通取引の終値 370 円と同額であると仮定すると、これに

0.90 を乗じた価格（１円未満端数切捨て）が発行価額の下限（上記「１．募集の概要 (注)

３」参照）となりますが、この場合、本割当予定先に対して割り当てられる当社普通株式の数

量は 15,015,000 株となり、第三者割当増資前発行済株式総数 1,140,819,887 株に対して 1.32％

（議決権総数 1,125,054 個に対する割合 1.33％）となります。また、上記仮定に基づく発行価

額の下限により算出した本件第三者割当増資、デンソー第三者割当増資及びマキタ第三者割当

増資により割り当てる予定の当社普通株式の数量並びに最近６か月間に実施した Qualcomm 第２

次第三者割当増資及びサムスン電子ジャパン第三者割当増資により発行した当社普通株式の数

量の合計は 100,224,000 株となり、第三者割当増資前発行済株式総数 1,140,819,887 株に対し

て8.79％（議決権総数1,125,054個に対する割合8.91％）となります。 

 

６．割当予定先の選定理由等 

（１）割当予定先の概要 

① 名 称 株式会社ＬＩＸＩＬ 

② 所 在 地 東京都江東区大島二丁目１番１号 

③ 代表者の役職・氏名 取締役社長  藤 森 義 明 

④ 事 業 内 容 建材・設備機器の製造・販売及びその関連サービス業 

⑤ 資 本 金 34,600百万円 

⑥ 設 立 年 月 日 平成13年10月１日 

⑦ 発 行 済 株 式 数 650,649株 

⑧ 決 算 期 ３月 

⑨ 従 業 員 数 14,492名 

⑩ 主 要 取 引 先 三井住商建材株式会社、旭化成ホームズ株式会社他 

⑪ 主 要 取 引 銀 行 株式会社三井住友銀行、株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行他 

⑫ 大株主及び持株比率 株式会社ＬＩＸＩＬグループ  100％ 

⑬ 当事会社間の関係  

 

 

 
資 本 関 係 

当社と当該会社との間には、記載すべき資本関係はありません。なお、

当社と当該会社は、平成23年６月21日に締結した業務提携契約に基づ

き、平成23年８月に合弁会社であるエコ・ライフ・ソリューション株式

会社を設立しています。 

 

 

 

人 的 関 係 

当社と当該会社との間には、記載すべき人的関係はありません。また、

当社の関係者及び関係会社と当該会社の関係者及び関係会社の間には、

特筆すべき人的関係はありません。 

 

 
取 引 関 係 

当社は当該会社との間で、太陽光発電設備等の売買に関する取引関係が

あります。なお、当社は上記「資本関係」に記載の合弁会社に、家電と

建材を融合した新規製品の市場調査・企画立案業務の委託を行っており

ます。 

 

 

関 連 当 事 者 へ の 

該 当 状 況 

当該会社は、当社の関連当事者には該当しません。また、当該会社の関

係者及び関係会社は、当社の関連当事者には該当しません。 
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⑭ 最近２年間の経営成績及び財政状態 

決 算 期 平成24年３月期 平成25年３月期 

 純 資 産 515,032 512,777 

 総 資 産 957,300 963,998 

 １ 株 当 た り 純 資 産 ( 円 ) 791,567.12 788,100.84 

 売 上 高 874,171 880,878 

 営 業 利 益 4,353 33,371 

 経 常 利 益 2,712 40,615 

 当 期 純 利 益 21,405 2,895 

 １株当たり当期純利益(円) 32,899.45 4,450.32 

 １ 株 当 た り 配 当 金(円) 14,804.00 9,350.00 

（単位：百万円。特記しているものを除く。）  

（注）１．資本金、発行済株式数、従業員数並びに大株主及び持株比率は、平成25年３月31日現在における

ものです。 

２．本割当予定先であるＬＩＸＩＬは、平成 23 年４月１日付でトステム株式会社、株式会社ＩＮＡＸ、

新日軽株式会社、サンウエーブ工業株式会社、東洋エクステリア株式会社が統合して発足したこと

から、経営成績及び財政状態につきましては、統合後の２年間分を記載しております。 

３．本割当予定先の完全親会社である株式会社ＬＩＸＩＬグループは、株式会社東京証券取引所市場第

一部及び株式会社名古屋証券取引所市場第一部に上場しており、同社が両証券取引所に提出した

コーポレート・ガバナンス報告書に記載している同社グループの反社会的勢力排除に向けた基本的

な考え方及びその整備状況を、株式会社東京証券取引所のホームページにて確認することにより、

当社は、本割当予定先並びに本割当予定先の役員及び主要株主が反社会的勢力とは一切関係がない

と判断しており、その旨の確認書を株式会社東京証券取引所に提出しております。 

 

（２）割当予定先を選定した理由 

割当予定先を選定した理由については、上記「Ⅰ．１．本資本業務提携の目的及び理由」をご参照下さい。 

 

（３）割当予定先の保有方針 

本割当予定先からは、割り当てる当社普通株式の保有方針について、発行日から起算して少なくとも 180

日は継続して保有する意向であることを書面にて確認しております。 

また、当社は、本割当予定先との間の資本提携契約において、本割当予定先が本件第三者割当増資の発行日

から180日経過した日以降に、その保有する当社の株式を第三者に譲渡しようとする場合には、当社に対して

事前通知を行い、当社が当該譲渡の内容を確認した上で、当該譲渡の推進可否を決定することについて合意し

ております。 

なお、当社は、本割当予定先より、本件第三者割当増資の払込期日から２年以内に当社普通株式の全部又は

一部を譲渡した場合には、その内容を当社に報告すること、並びに当社が当該報告内容を株式会社東京証券取

引所に報告すること及び当該報告内容が公衆縦覧に供されることに同意することにつき、確約書を取得する予

定です。 
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（４）割当予定先の払込みに要する財産の存在について確認した内容 

当社としては、本割当予定先の直近の決算公告に記載の平成 25 年３月末時点の貸借対照表を確認するとと

もに、ＬＩＸＩＬの完全親会社である株式会社ＬＩＸＩＬグループの完全子会社であるＬＩＸＩＬグループ

ファイナンス株式会社から払込みに要する資金を借入れる予定であること及び株式会社ＬＩＸＩＬグループが

関東財務局長に提出した直近の有価証券報告書（平成 25 年６月 24 日提出）及び四半期報告書（平成 25 年８

月９日提出）に記載の総資産、純資産並びに現金及び預金等の状況についても確認した結果、本件第三者割当

増資の払込みについて問題はないと判断しております。 

 

７．募集後の大株主及び持株比率 

募集前（平成25年８月31日現在） 募集後 

日本生命保険相互会社 4.68％ 日本生命保険相互会社 3.30％

明治安田生命保険相互会社 3.85％ 明治安田生命保険相互会社 2.71％

Qualcomm Incorporated 3.53％ Qualcomm Incorporated 2.49％

株式会社みずほ銀行 3.53％ 株式会社みずほ銀行 2.48％

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 3.51％ 株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 2.47％

サムスン電子ジャパン株式会社 3.01％ サムスン電子ジャパン株式会社 2.12％

三井住友海上火災保険株式会社 2.58％ 三井住友海上火災保険株式会社 1.82％

シャープ従業員持株会 2.17％ 株式会社マキタ 1.70％

日本トラスティ・サービス信託銀行株式

会社(信託口) 

1.92％ シャープ従業員持株会 1.53％

株式会社損害保険ジャパン 1.81％ 日本トラスティ・サービス信託銀行株式

会社(信託口) 

1.35％

（注）１．平成 25 年７月１日付にて、旧株式会社みずほ銀行と旧株式会社みずほコーポレート銀行が合併し、

吸収合併存続会社である旧株式会社みずほコーポレート銀行は「株式会社みずほ銀行」に商号変更

しており、また、平成25年３月31日現在の株主名簿において旧株式会社みずほ銀行名義の所有株

式数はないことから、上記株式会社みずほ銀行の募集前後の持株比率については、同株主名簿記載

の旧株式会社みずほコーポレート銀行の所有株式数を基準に算定しております。 

２．募集前の持株比率については、平成 25 年３月 31 日現在の株主名簿を基準として、Qualcomm 第２

次第三者割当増資による発行株式数を加算の上、算出したものを記載しており、募集後の持株比率

については、同株主名簿を基準として、Qualcomm 第２次第三者割当増資による発行株式数を加算

し、かつ、本件公募、本件第三者割当増資、デンソー第三者割当増資及びマキタ第三者割当増資に

よる増加分を加味し、野村證券株式会社に対するＯＡ第三者割当増資に対する申込みが全て行われ

た場合の数字であります。なお、ＬＩＸＩＬ、デンソー及びマキタの発行予定価額をそれぞれ１株

当たりの発行価額で除して得られる数（1,000 株未満の数が生じたときはこれを切り捨てる。）の

株式の総数を発行新株式数として、改めて発行価格等決定日に開催する会社法第199条第１項で求

められる取締役会決議により決定する場合には、上記の全ての株主の上記募集後の持株比率は、平

成 25 年３月 31 日現在の発行済株式総数に Qualcomm 第２次第三者割当増資、本件公募及びＯＡ第

三者割当増資による増加分並びに当該発行新株式数を足した株式数によって、各株主の所有株式数

を除することにより計算されます。 

３．募集前後の持株比率は小数点以下第三位を四捨五入しております。 
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８．今後の見通し 

本資本業務提携が平成26年３月期の連結業績に与える影響につきましては、軽微であります。 

 なお、当社は、本日、平成 26 年３月期第２四半期連結累計期間の連結業績予想を修正しております。詳細

は、当社が本日発表した「平成 26 年３月期第２四半期連結累計期間の連結業績予想の修正に関するお知ら

せ」をご参照下さい。  

 

９．企業行動規範上の手続に関する事項 

本件第三者割当増資は、①希薄化率が 25％未満であること、②支配株主の異動を伴うものではないことか

ら、株式会社東京証券取引所の定める有価証券上場規程第 432 条に定める独立第三者からの意見入手及び株

主の意思確認手続は要しません。 

 

１０．最近３年間の業績及びエクイティ・ファイナンスの状況 

（１）最近３年間の業績（連結） 

 平成23年３月期 平成24年３月期 平成25年３月期 

売 上 高 3,021,973 百万円 2,455,850 百万円 2,478,586 百万円

営業利益又は営業損失(△) 78,896 百万円 △37,552 百万円 △146,266 百万円

経常利益又は経常損失(△) 59,124 百万円 △65,437 百万円 △206,488 百万円

当期純利益又は当期純損失(△) 19,401 百万円 △376,076 百万円 △545,347 百万円

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益 

又 は 当 期 純 損 失 ( △ ) 
17.63 円 △341.78 円 △489.83 円

１ 株 当 た り 配 当 金 17.00 円 10.00 円 0.00 円

１ 株 当 た り 純 資 産 932.46 円 568.83 円 106.90 円

 

（２）現時点における発行済株式数及び潜在株式数の状況（平成25年９月17日現在） 

 株 式 数 発行済普通株式数に対する比率 

発 行 済 株 式 数 1,188,491,887株 100.0％

現時点の転換価額（行使価額）に

お け る 潜 在 株 式 数 
79,272,662株 6.7％

下限値の転換価額（行使価額）に

お け る 潜 在 株 式 数 
－ －

上限値の転換価額（行使価額）に

お け る 潜 在 株 式 数 
－ －

 

（３）最近の株価の状況 

① 最近３年間の状況 

 平成23年３月期 平成24年３月期 平成25年３月期 

始  値 1,172 円 824 円 606 円

高  値 1,260 円 842 円 607 円

安  値 626 円 467 円 142 円

終  値 825 円 604 円 272 円

（注）株価は、株式会社東京証券取引所市場におけるものです。 
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② 最近６か月間の状況 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

始  値 271円 325円 452円 403円 409円 384円

高  値 403円 633円 469円 491円 432円 404円

安  値 234円 318円 351円 391円 380円 342円

終  値 338円 476円 400円 404円 384円 370円

（注） １. 株価は、株式会社東京証券取引所市場におけるものです。 

    ２. 平成25年９月の株価については、平成25年９月17日現在で表示しております。 

 

③ 発行決議日前取引日における株価 

 平成25年９月17日 

始  値 348円

高  値 376円

安  値 342円

終  値 370円

 

（４）最近３年間のエクイティ・ファイナンスの状況 

平成 24 年 12 月 27 日に実施した Qualcomm を割当先とする第三者割当増資（以下「Qualcomm 第１次第三者

割当増資」という。）及びQualcomm第２次第三者割当増資並びにサムスン電子ジャパン第三者割当増資につい

ては、それぞれ払込みを完了しております。 

各第三者割当増資公表時の募集内容等は以下のとおりであります。 

 

＜Qualcomm第１次第三者割当増資＞ 

払 込 期 日 平成24年12月27日 

調 達 資 金 の 額 4,711,680,000円（差引手取概算額） 

発 行 価 額 １株につき164円 

募集時における発行済株式総数 1,110,699,887株 

当該募集による発行株式数 30,120,000株 

募集後における発行済株式総数 1,140,819,887株 

割 当 先 Qualcomm Incorporated  30,120,000株 

発行時における当初の資金使途 次世代MEMSディスプレイの開発経費及び開発用設備投資 

発行時における支出予定時期 平成24年12月～平成25年３月 

現 時 点 に お け る 充 当 状 況 当初の資金使途に従い充当しております。 

 

＜サムスン電子ジャパン第三者割当増資＞ 

払 込 期 日 平成25年３月28日 

調 達 資 金 の 額 10,134,160,000円（差引手取概算額） 

発 行 価 額 １株につき290円 

募集時における発行済株式総数 1,140,819,887株 

当該募集による発行株式数 35,804,000株 

募集後における発行済株式総数 1,176,623,887株 

割 当 先 サムスン電子ジャパン株式会社  35,804,000株 

発行時における当初の資金使途 液晶ディスプレイの高精細化のための新規技術導入、タブレット端末や高

精細ノートパソコンといったモバイル機器関連の液晶製造設備の合理化等

に係る投資等 

発行時における支出予定時期 平成25年４月～平成27年３月 

現 時 点 に お け る 充 当 状 況 当初の資金使途に従い一部充当しております。 
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＜Qualcomm第２次第三者割当増資＞ 

払 込 期 日 平成25年６月24日 

調 達 資 金 の 額 5,852,736,000円（差引手取概算額） 

発 行 価 額 １株につき502円 

募集時における発行済株式総数 1,176,623,887株 

当該募集による発行株式数 11,868,000株 

募集後における発行済株式総数 1,188,491,887株 

割 当 先 Qualcomm Incorporated  11,868,000株 

発行時における当初の資金使途 次世代 MEMS ディスプレイの生産技術開発経費及び生産技術開発用設備

投資 

発行時における支出予定時期 平成25年６月～平成26年12月 

現 時 点 に お け る 充 当 状 況 当初の資金使途に従い一部充当しております。 

 

１１．発行要項 

（１） 募集株式の種類及び数 当社普通株式  14,348,000株（注）１ 

（２） 払 込 金 額 未定（注）２ 

（３） 払 込 金 額 の 総 額 4,999,991,040円（注）３ 

（４） 増 加 す る 資 本 金 の 額 2,499,995,520円（注）４ 

（５） 増加する資本準備金の額 2,499,995,520円（注）５ 

（６） 募 集 又 は 割 当 方 法 

（ 割 当 予 定 先 及 び 

割 当 予 定 株 数 ） 

第三者割当の方法によります。 

（発行される株式すべてを株式会社ＬＩＸＩＬに割り当てる予

定です。） 

（７） 払 込 期 日 平成25年10月22日（火）から平成25年10月24日（木）ま

での間のいずれかの日（注）６ 

（８） そ の 他 ※金融商品取引法に基づく有価証券届出書の効力発生を条件と

します。 

※平成 25 年９月 18 日開催の当社取締役会決議では、本件第三

者割当増資に係る諸条件を決定しておりますが、発行価額が

確定次第、本件第三者割当増資につき取締役会決議を行う予

定です。なお、本件第三者割当増資に係る株式発行の再決議

は、発行価格等決定日に開催する予定です。 

（注）１．募集株式の数につきましては、会社法第199条第１項で求められる取締役会決議として上記のとお

り決定しておりますが、募集株式の数に発行価額を乗じた額が発行予定価額と異なる場合には、

発行予定価額を１株当たりの発行価額で除して得られる数（1,000株未満の数が生じたときはこれ

を切り捨てる。）の株式を割当て、その数を募集株式の数とするべく、改めて発行価格等決定日

に開催する会社法第199条第１項で求められる取締役会決議により決定します。 

   ２．国内一般募集による新株式発行において、発行価格等決定日に決定される発行価格（募集価格）

と同一の金額とします。なお、国内一般募集においては、日本証券業協会の定める有価証券の引

受け等に関する規則第25条に規定される方式により、発行価格等決定日の株式会社東京証券取引

所における当社普通株式の普通取引の終値（当日に終値のない場合は、その日に先立つ直近日の

終値）に0.90～1.00を乗じた価格（１円未満端数切捨て）を仮条件として、需要状況等を勘案し

た上で、発行価格等決定日に国内一般募集における発行価格（募集価格）を決定します。 

   ３． 払込金額（（注）２）に募集株式の数（（注）１）を乗じた金額になります。上記の払込金額の

総額は、平成25年９月12日（木）現在の株式会社東京証券取引所における当社普通株式の終値を

基準として算出した見込額であります。 
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   ４．増加する資本金の額は、会社法上の増加する資本金の額であり、会社計算規則第 14 条第１項に従

い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果１円未満の端数が生じたと

きは、その端数を切り上げるものとします。上記の増加する資本金の額は、上記払込価額の総額

の見込額を前提に算出した見込額であります。 

   ５．資本金等増加限度額（（注）４）から増加する資本金の額（（注）４）を減じた額とします。 

   ６．本件第三者割当増資に係る株式発行の再決議から15日後の日とします。 

 

（参考）当期連結業績予想（平成25年５月14日公表分）及び前期連結実績 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 連結当期純利益 

当期業績予想 

（平成26年３月期） 
2,700,000百万円 80,000百万円 40,000百万円 5,000百万円

前期実績 

（平成25年３月期） 
2,478,586百万円 △146,266百万円 △206,488百万円 △545,347百万円

 

 

以 上 


